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日 高 部 南 森 林 管 理 署 

平成 24年 11月 1日 

 同僚から聞いた奥新冠森林事務所部内にあるという清楚

な滝。先日その滝を撮影する機会を得ました。 

森林管理署から片道７４ｋｍほどの奥地でひっそりと流

れる無名の滝です。 

 朱色に染まっていくイタヤカエデの葉に、深まりゆく秋

を感じました。            【事務局撮影】 



                        

                        

                        

                        

 

 

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
夕
方
か
ら
夜
間
は
見
通

し
が
悪
く
な
り
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
見

落
と
し
や
発
見
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
、
こ

の
時
期
は
、
特
に
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
の
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
農

産
物
等
輸
送
繁
忙
期
に
当
た
る
た
め
、
郊

外
や
幹
線
道
路
で
は
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型

輸
送
車
両
の
走
行
が
増
加
し
、
こ
れ
に
伴

う
事
故
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
①
森
林

踏
査
等
各
種
業
務
に
お
い
て
は
、
森
林
官

等
の
単
独
行
動
の
排
除
に
努
め
る
と
と
も

に
、
歩
行
時
は
足
元
及
び
周
囲
の
状
況
を

確
認
し
て
、
滑
り
や
転
倒
に
注
意
す
る
こ

と
。
特
に
、
転
石
等
の
あ
る
険
し
い
地
形

で
は
、
路
面
の
安
定
し
た
経
路
を
選
び
、

足
元
に
十
分
な
注
意
を
払
い
慎
重
な
行
動

に
努
め
る
と
と
も
に
、
笹
・
小
柴
な
ど
に

よ
る
跳
ね
返
り
や
目
突
き
に
も
十
分
注
意

す
る
こ
と
。
②
10
月
１
日
か
ら
狩
猟
が
始 

を
心
掛
け
る
こ
と
。 

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

こ
れ
か
ら
冬
期
に
向
け
、
作
業
環
境
が

一
層
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
同
じ
気
持
ち
・
同
じ
認
識
を
持
ち
、

職
員
の
健
康
管
理
は
も
と
よ
り
、
労
働
災

害
の
絶
無
に
向
け
、
気
持
ち
も
新
た
に

署
・
現
場
一
体
と
な
っ
て
、
各
種
安
全
対

策
を
実
践
し
、
「
安
全
で
災
害
の
な
い
明

る
い
職
場
」
を
目
指
し
て
全
員
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【
次
長
】 

 

労
働
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
人
命

尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
、
労
働
災
害
の

撲
滅
を
重
点
目
標
に
、
安
全
管
理
体
制
の

活
性
化
、
基
本
動
作
の
徹
底
を
図
る
な
ど
、

労
働
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 
 

さ
て
、
10
月
１
日
か
ら
一
般
鳥
獣
の
狩

猟
が
解
禁
と
な
り
、
エ
ゾ
シ
カ
も
27
日
か

ら
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
蛍
光
ベ
ス
ト
の

着
用
等
誤
射
防
止
対
策
の
徹
底
と
と
も

に
、
一
般
道
は
も
と
よ
り
、
林
道
等
に
お

い
て
も
道
路
状
況
が
日
々
変
化
す
る
こ
と

か
ら
、
路
面
状
況
の
的
確
な
把
握
と
そ
れ

に
応
じ
た
安
全
運
転
の
励
行
、
さ
ら
に
は

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
段
々
と
厳
し
く
な

り
、
朝
晩
と
日
中
と
の
寒
暖
の
差
も
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
の
体
調
管
理
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道

に
お
け
る
秋
季
の
事
故
原
因
を
み
る
と
、

日
没
時
間
が
早
く
な
る
と
と
も
に
、
雨
天

の
日
が
多
く
な
り
、
濡
れ
た
路
面
を
走
行 

ま
り
、
エ
ゾ
シ
カ
の
狩
猟
も
27
日
か
ら
解

禁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
蛍
光
ベ
ス
ト
等
の

着
用
、
注
意
標
識
の
設
置
や
車
両
へ
の
作

業
中
の
注
意
看
板
の
掲
示
等
に
よ
り
、
猟

銃
に
よ
る
誤
射
防
止
に
万
全
を
期
す
こ

と
。
③
林
道
等
で
は
各
種
工
事
等
の
関
係

車
両
は
も
と
よ
り
、
狩
猟
等
の
一
般
車
両

も
多
く
な
り
、
カ
ー
ブ
等
で
の
出
合
い
頭

の
事
故
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
徐

行
で
の
走
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
私

を
問
わ
ず
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
ラ
イ
ト
の

早
め
点
灯
、
「
～
か
も
し
れ
な
い
運
転
」

を
心
掛
け
、
交
通
災
害
の
未
然
防
止
に
努

め
る
こ
と
。
④
朝
夕
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等

を
活
用
し
、
各
人
の
健
康
状
態
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行

等
に
よ
る
風
邪
の
予
防
と
、
自
己
の
健
康

管
理
に
も
十
分
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
仲
間
の
言
動
等
に
留
意
す
る
と

と
も
に
、
不
安
や
悩
み
事
な
ど
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
な
明
る
い
職
場
づ
く
り 

 

  

 



                        

                        

                        

                        

 

 

 

10
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
度
国
有
林

野
事
業
労
働
衛
生
週
間
が
始
ま
り
、
当
署

で
は
、
10
月
１
日
に
次
の
二
つ
の
講
話
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
静
和
会
石
井
病
院
顧
問
の
大
鹿

先
生
か
ら
『
職
場
に
お
け
る
う
つ
病
対
策

に
つ
い
て
』
の
お
話
で
は
、
う
つ
病
と
は
、

ス
ト
レ
ス
等
に
よ
り
脳
神
経
が
機
能
不
全

に
な
り
、
身
体
的
・
精
神
的
に
様
々
な
症

状
が
出
る
。
中
年
層
以
上
に
多
い
「
古
典

的
う
つ
病
」
と
若
年
層
に
多
い
「
現
代
型

う
つ
病
」
が
あ
る
。
そ
の
兆
候
に
早
く
気

付
く
こ
と
、
ま
た
、
治
療
に
際
し
て
は
、

家
族
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
レ
ジ
リ
ア
ン

ス
（
厳
し
い
こ
と
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
に
機
能
す
る
能
力
）
を
活
性
化
す
る
よ 

衛
生 

講
話 

 
 

 
 今年度の入林者は１０月１７日現在での一般入林（請負等

含む）及び狩猟入林（一括入林含め）併せて５,２７９名の方

が入林予定となっております。 

 一部林道については、一般開放していますので入林者の数

については把握できていませんが、多くの問い合わせがあっ

たことから、多数の方が入林されていたと推察されます。 

 一般入林（請負等含む）の状況は、申請件数９７件で３,９

６５名となっており、森林事務所別入林者数は表１のとおり

で、北海道電力株式会社のダム及び送電線等施設の所在する

部内への入林が多い傾向となっております。また、狩猟入林

の状況は本年度から札幌地区でも一括承認が可能となったた

め、札幌地区での入林を希望される方を含めた人数となって

おり、地域別狩猟申請者の数は表２のとおりです。今後も、

多数の入林者が想定されますので、スピードダウン・ライト

点灯等の安全運転及びマナー等を守るようお願いします。 

【管理係長】 

う
な
働
き
か
け
が
大
事
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
次
に
、
静
仁
会
静
内
病
院
の
井
齋
院
長

か
ら
『
漢
方
の
本
当
の
お
話
』
で
は
、
「
漢

方
薬
」
と
は
中
国
語
で
は
な
く
、
日
本
古

来
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ー
ブ
。
人
間
が
本

来
持
っ
て
い
る
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
れ
ば
病
気
に
な
ら
な
い
。
「
漢
方
薬
」

に
は
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
高
め
る
効
果

が
あ
り
、
化
学
物
質
の
よ
う
に
免
疫
機
能

を
落
と
す
こ
と
も
な
く
、
副
作
用
も
少
な

い
安
全
な
薬
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
寒
冷
な
季
節
に
向
か
い
ま
す

が
、
今
回
の
講
話
等
を
参
考
に
し
て
、
家

族
等
も
含
め
て
上
手
な
ス
ト
レ
ス
解
消
と

体
調
管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

【
総
務
課
長
】 

 

表1 森林事務所･事業所別入林者数

奥静内, 440名

春別, 341名

西舎, 207名

野深, 98名

三石, 160名

えりも, 33名

御園東, 555名

御園西, 540名若園, 536名

奥新冠, 532名

東川, 523名

御園西

御園東

奥静内

春別

若園

奥新冠

東川

西舎

野深

三石

えりも

 

静和会石井病院 大鹿先生 

静仁会静内病院 井齋院長 

表2 地域別狩猟申請者数

後志, 120名

胆振, 43名

日高, 94名

渡島, 24名

檜山, 18名

上川, 38名

留萌, 1名

ｵﾎｰﾂｸ, 1名

十勝, 12名

釧路, 3名

北(道外), 136

名

空知, 211名

石狩, 613名

北(道外)

空知

石狩

後志

胆振

日高

渡島

檜山

上川

留萌

ｵﾎｰﾂｸ

十勝

釧路

 



                        

                        

                        

                        

 

 

 

 

 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
１０
月
１３
日
、
御
園
東

森
林
事
務
所
部
内
の
１４４
・
１４５
林
班
で
、
体

験
林
業
年
輪
ク
ラ
ブ
（
会
長 

中
島 

實
）

の
今
年
最
後
の
活
動
で
あ
る
「
枝
打
ち
作

業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

４
月
２９
日
の
出
陣
式
か
ら
、
月
例
会
と

称
し
、
毎
月
、
高
見
ダ
ム
採
石
跡
地
の
枝

打
ち
や
苫
小
牧
市
樽
前
山
麓
の
国
有
林
で

の
下
刈
な
ど
森
林
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま

し
た
。 

 

当
日
参
加
し
た
７
名
は
、
高
見
ダ
ム
採

石
跡
地
に
造
成
さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
・
エ
ゾ

マ
ツ
人
工
林
の
枝
打
ち
に
心
地
よ
い
汗
を

か
き
な
が
ら
、
昼
食
の
時
間
も
忘
れ
る
ほ

ど
夢
中
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
（
こ
ま
わ

り
と
し
た
こ
と
か
ら
途
中
で
や
め
ら
れ
な

か
っ
た
）
。
例
年
で
あ
れ
ば
こ
の
時
期
の

高
見
湖
畔
は
鮮
や
か
な
紅
葉
に
包
ま
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
猛
烈
な
残
暑
の

影
響
で
二
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
お
り
、
「
紅

葉
狩
り
」
は
今
ひ
と
つ
だ
っ
た
も
の
の
、

高
見
ダ
ム
展
望
台
で
の
昼
食
後
に
裏
山
を

散
策
し
、
今
年
豊
作
の
キ
ノ
コ
や
コ
ク
ワ

等
の
山
の
恵
み
を
Get
し
た
よ
う
で
す
。 

 

 

９
月
４
～
５
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る｢

中
国

四
川
省
震
災
後
森
林
植
生
復
旧
計
画
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト｣

２
０
１
２
年
度
日
本
研
修
で
、
四
川

省
の
治
山
事
業
に
携
わ
る
研
修
生
１１
名
が
、

え
り
も
岬
国
有
林
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

４
日
は
ビ
デ
オ
「
夢
は
砂
漠
化
し
な
い
」

を
視
聴
後
、
第
一
展
望
台
で
え
り
も
地
区
連

携
型
中
高
一
貫
教
育
に
よ
る
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン

植
栽
箇
所
を
、
百
人
浜
の
管
理
塔
か
ら
は
え

り
も
岬
の
緑
化
事
業
地
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

５
日
は
え
り
も
治
山
事
業
所
主
任
に
よ
る

「
え
り
も
の
森
林
づ
く
り
～
未
来
に
向
か
っ

て
～
」
の
説
明
後
、
役
場
職
員
・
ひ
だ
か
南

森
林
組
合
を
交
え
た
「
地
域
住
民
と
の
対
話

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
国
と
し
て
の
仕
組
み

や
海
岸
と
内
陸
な
ど
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
同
じ
緑
化
復
旧
に
関
わ
る
者
と
し
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
１０
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
集
団
研
修

「
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
多
様
な
森
林
保

全
」
コ
ー
ス
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
・
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
な
ど
12
ヵ
国
か
ら
１５
名
の
研
修
生
が 

え
り
も
岬
国
有
林
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 
午
前
中
は
、
ビ
デ
オ
「
夢
は
砂
漠
化
し
な

い
（
英
語
版
）
」
を
視
聴
後
、
第
一
展
望
台

で
え
り
も
地
区
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
に
よ

る
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
植
栽
箇
所
を
視
察
。
百
人

浜
の
管
理
塔
か
ら
は
、
え
り
も
岬
の
緑
化
事

業
地
や
広
大
な
太
平
洋
が
見
渡
せ
、
海
を
見

た
こ
と
が
な
い
研
修
生
も
い
た
こ
と
か
ら
、

大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
町
長
・
役
場
職
員
・
ひ
だ

か
南
森
林
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
を
交
え
た

「
地
域
住
民
と
の
対
話
集
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
研
修
生
は
、
各
国
の
農
業
・
林
業
・

環
境
保
全
に
関
わ
る
公
務
員
等
で
、
え
り
も

岬
の
緑
化
事
業
に
係
わ
る
事
か
ら
国
有
林
野

事
業
や
漁
業
に
関
す
る
事
な
ど
様
々
な
質
問

等
が
出
さ
れ
、
活
発
な
対
話
集
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

両
研
修
の
研
修
生
は
、
え
り
も
岬
の
緑
化

事
業
が
多
く
の
地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
て
い

た
事
に
感
銘
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。 

【
治
山
課
長
】 

 

当
会
は
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
草
分
け

的
存
在
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
が
叫

ば
れ
て
い
る
昨
今
、
人
生
の
先
人
・
先
輩

で
あ
る
会
員
の
活
動
を
と
お
し
、
我
々
に

勇
気
と
共
に
森
林
に
対
す
る
姿
勢
を
教
授

し
て
く
れ
る
体
験
林
業
年
輪
ク
ラ
ブ
が
、

よ
り
発
展
と
継
続
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。 

【
流
域
管
理
調
整
官
】 

 

 

 

 

 

 

 

 



                        

                        

                        

                        

 

 

 
 

９
月
１３
日
（
木
）
～
１４
日
（
金
）
に
か
け
職
場

内
研
修
「
森
林
作
業
道
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
は
、
平
成
22
年
に
「
森
林
作
業
道
作
設

指
針
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
森
林
作
業
道

の
作
設
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
技
術
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、
日
高
北
部
森
林
管
理
署
、

日
高
南
部
森
林
管
理
署
職
員
が
参
加
し
、
北
海
道
森

林
管
理
局
か
ら
は
販
売
第
一
・
第
二
課
か
ら
５
名
講

師
と
し
て
招
き
実
施
し
ま
し
た
。 

  

１
日
目
は
低
コ
ス
ト
高
効
率
作
業
を
進
め
て
い

く
上
で
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
「
森
林
作
業
道
」
に

つ
い
て
、
一
体
的
な
路
網
整
備
の
必
要
性
や
作
設
に

お
い
て
の
留
意
点
、
ま
た
各
局
で
実
際
に
作
設
さ
れ

た
作
業
道
の
紹
介
な
ど
が
講
師
か
ら
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
図
面
上
で
の
ル
ー
ト
選
定
の
実
習

へ
・
・
・
基
礎
的
な
知
識
を
学
習
し
た
上
で
、
等
高

線
の
間
隔
か
ら
作
設
指
針
で
定
め
ら
れ
た
縦
断
勾

配
や
地
形
等
に
留
意
す
る
な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
図
面
を
完
成
さ
せ
初
日

の
座
学
は
終
了
し
ま
し
た
。 

  

２
日
目
は
前
日
の
座
学
を
踏
ま
え
、
ル
ー
ト
選
定

を
行
っ
た
現
地
の
実
習
を
若
園
森
林
事
務
所
部
内

で
行
い
ま
し
た
。 

  

現
地
で
は
、
急
傾
斜
地
で
の
ル
ー
ト
選
定
す
る
上

で
の
留
意
点
や
図
上
で
は
現
れ
な
い
地
形
上
の
問

題
点
な
ど
が
講
師
よ
り
説
明
さ
れ
、
（
当
日
は
大
変

な
猛
暑
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
）
前
日
に
選
定
し
た

ル
ー
ト
の
善
し
悪
し
や
「
盛
土
に
よ
る
カ
ー
ブ
作
設

の
ポ
イ
ン
ト
は
？
」
な
ど
参
加
者
か
ら
も
活
発
な
質

問
や
意
見
も
出
て
大
変
有
意
義
な
実
習
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
の
研
修
で
図
上
で
地
形
を
見
る
目
を
養
う

こ
と
や
現
地
で
の
実
習
等
習
得
し
た
こ
と
を
今
後

の
森
林
施
業
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

【
業
務
第
二
課
長
】 

 

９
月
１８
日
、
今
年
も
「
え
り
も
地
区
連

携
型
中
高
一
貫
教
育
・
百
人
浜
に
学
ぶ
フ

ィ
ー
ル
ド
学
習
Ｂ
」
が
え
り
も
岬
国
有
林

内
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
え
り
も
高
校
一
年
生
が
ク
ロ

マ
ツ
の
枝
落
し
作
業
を
行
い
え
り
も
の

森
林
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
い
う
も
の

で
、
平
成
１８
年
か
ら
え
り
も
町
役
場
、
教

育
委
員
会
、
ひ
だ
か
南
森
林
組
合
と
連
携

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開

会
式
を
行
い
、
上
平
署
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
生
徒
た
ち
が
中
学
二

年
生
の
時
に
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
を
使
用
し

て
植
え
た
広
葉
樹
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

今
回
の
生
徒
た
ち
の
代
か
ら
は
獣
害
防

止
柵
の
中
に
植
樹
し
て
い
る
た
め
エ
ゾ

シ
カ
に
よ
る
食
害
も
な
く
、
自
分
た
ち
の

植
え
た
苗
木
が
順
調
に
生
長
し
て
い
る

こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

苗
木
の
様
子
を
観
察
し
た
後
は
、
作
業

場
所
に
移
動
し
、
枝
落
し
の
方
法
と
ノ
コ

ギ
リ
を
使
う
際
の
注
意
事
項
を
説
明
し

ま
し
た
。
最
初
は
怖
い
と
言
い
な
が
ら
恐

る
恐
る
ノ
コ
ギ
リ
を
扱
っ
て
い
ま
し
た

が
、
慣
れ
て
く
る
と
「
楽
し
い
!!
」
と
言

い
な
が
ら
夢
中
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
え
り
も
岬
で
も
２４
℃
と
い
う

残
暑
厳
し
い
日
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
４１

人
は
元
気
に
ク
ロ
マ
ツ
の
枝
落
し
を
行

い
、
え
り
も
の
森
づ
く
り
に
貢
献
し
て
く

れ
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
を
通
し
て
地
元

の
森
林
の
育
成
に
関
わ
る
こ
の
環
境
教

育
を
通
じ
て
、
日
本
の
森
林
、
自
然
の
大

切
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。 

【
え
り
も
治
山
事
業
所
主
任
】 

えええ
りりり
ももも
中中中
高高高
一一一
貫貫貫
教教教
育育育
～～～
高高高
校校校
生生生
編編編
～～～   

 

  

 

 

 



                        

                        

                        

                        

 

 

 
 

 

 

一  般：１０月 １日 ～ １月３１日 

エゾシカ：１０月２７日 ～ ２月２８日 

 

 

９
月
２６
日
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
森

林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
浦
河
町
議
会

連
盟
の
国
有
林
・
民
有
林
視
察
が
、
小
原

会
長
外
１１
名
、
浦
河
町
職
員
５
名
及
び
上

平
署
長
外
３
名
の
署
員
が
参
加
し
て
、
野

深
森
林
事
務
所
部
内
の
国
有
林
と
「
赤
心

の
森
」
町
有
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
０

８
２
林
班
の
国
有
林
で
は
、
平
成
１８
年
度

に
発
生
し
た
、
低
気
圧
に
よ
る
風
倒
被
害

地
の
そ
の
後
の
復
旧
状
況
を
視
察
し
ま
し

た
。 

ま
た
、
「
赤
心
の
森
」
で
は
、
昭
和

６０
年
度
よ
り
「
緑
化
思
想
の
普
及
と
桜
の

名
所
づ
く
り
を
」
と
の
こ
と
か
ら
森
林
整

備
が
行
わ
れ
、
今
で
は
毎
年
５
月
に
は
桜

が
咲
き
、
自
然
休
養
の
場
と
し
て
親
し
ま 

れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
視

察
途
中
の
降
雨
に
よ
り
視
察
時
間
が
早
め

に
切
り
上
げ
、
浦
河
町
の
保
養
施
設
で
も

あ
る
「
柏
陽
館
」
の
会
議
室
に
場
所
を
変

え
、
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。 

「
森
林
の
木
は
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
て
い
る

の
か
」
な
ど
の
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
意

見
が
多
く
出
さ
れ
、
予
定
さ
れ
た
時
間
内

で
終
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
積
極
的
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
森
林
・

林
業
の
現
状
把
握
に
向
け
た
現
場
視
察
に

つ
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

【
流
域
管
理
調
整
官
】 

 今年度も狩猟が解禁となりました。一般狩猟は１０月１日から、エゾシカ狩猟は１０月２７日か

らのスタートとなり今年度日高管内のエゾシカ狩猟の解禁日は統一されています。終期はエゾシカ

以外は１月３１日でエゾシカは２月２８日となっております。 

 今年度も狩猟解禁に先立ち関係する猟友会の代表者等に出席をいただき、当署の安全対策と入林

手続きの説明会を開催すると同時に残滓処理や矢先の確認について細心の注意を払い、事故の無い

狩猟を要請しています。昨年度から実施している、ゲート施錠のナンバーキーについは今年度も実

施することとしていますが、今年度と昨年度の大きな違いは全道一括入林承認説明会に当署として

も参加したことです。この説明会に先立ち９月上旬には狩猟禁止区域を定めた図面を作成しました

が、例年より早い時期での作成となり、実際の狩猟解禁日に事業が終了していたり、逆に予定して

いなかった箇所での事業が想定されることから、変更点については局ホームページへの掲載と、こ

まめな現地表示をすることが安全対策上や可猟区域拡大の観点から必用になり、現場の皆さんのご

協力をお願いします。 

 なお、昨年は喜茂別町で、一昨年は厚真町で狩猟にかかる事故が発生していることから当署の国

有林で事業実施する事業体に対しても安全対策の徹底を要請したところですが、併せて、昨年同様

エゾシカ狩猟の解禁日には静内警察署と合同で巡視を実施し狩猟モラル向上を呼びかけました。 

【業務第一課長】 

 

 

 

 



                        

                        

                        

                        

 

 
御
園
東
森
林
事
務
所 

森
林
官 
石
黒 

雅
人 

長
か
っ
た
暑
さ
も
終
わ
り
、
少
し
ず
つ

朝
晩
の
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。 

 

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
森
林
事
務
所

の
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
り
、
所
員
に
新
規
採

用
の
菊
池
さ
ん
が
加
わ
り
、
合
同
森
林
事

務
所
の
若
返
り
が
更
に
進
み
ま
し
た
。 

現
在
、
当
森
林
事
務
所
部
内
で
は
、
地

林
況
調
査
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
菊

池
さ
ん
の
若
さ
と
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
な

が
ら
も
楽
し
く
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
静
内
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
親
し

ま
れ
た
用
地
が
昨
年
度
返
地
さ
れ
、
今
年

度
の
新
規
貸
付
で
、
使
用
目
的
も
変
わ
り
、

現
在
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
っ
た
と
は
思
え

な
い
別
の
姿
と
な
り
、
ひ
と
つ
寂
し
く
な

っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
寒
さ
に
向
け
た
健
康
管
理

と
安
全
対
策
を
確
実
に
行
い
無
災
害
で
業

務
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

１０
月
１０
日
、
新
ひ
だ
か
町
営
林
友
の
会

が
、
秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
山
を
観
る

会
」
を
御
園
東
森
林
事
務
所
部
内
の
２７３
林

班
で
会
員
３９
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

例
年
で
あ
れ
ば
、
紅
葉
を
楽
し
み
な
が

ら
の
現
地
へ
の
移
動
も
、
今
年
は
残
暑
の

影
響
か
ら
色
づ
き
が
悪
く
、
良
い
眺
め
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

井
上
会
長
・
上
平
署
長
の
挨
拶
、
注
意

事
項
等
の
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
腰
鋸
で
枝

打
ち
作
業
へ
い
ざ
出
陣
。
毎
年
熱
心
に
枝

打
ち
す
る
会
員
の
皆
さ
ん
の
姿
勢
が
、
何

時
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
な
・
・
・
・
。 

今
年
は
キ
ノ
コ
な
ど
の
山
の
幸
の
収
穫

が
期
待
で
き
る
こ
と
を
作
業
前
に
説
明
し

た
こ
と
か
ら
、
林
内
に
入
る
な
り
、
枝
打

ち
そ
っ
ち
の
け
で
キ
ノ
コ
狩
り
オ
ン
リ
ー

の
会
員
も
い
た
よ
う
で
す
。
予
想
以
上
の

収
穫
が
あ
っ
た
た
め
今
年
も
早
め
（
昨
年

は
収
穫
無
し
で
）
の
昼
食
会
場
（
会
員
の

大
川
さ
ん
の
山
小
屋
）
へ
の
移
動
と
な
り

ま
し
た
。 

 

昼
食
懇
談
会
は
、
毎
年
会
員
の
皆
さ
ん

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
、
天
政
（
新
ひ
だ

か
町
の
老
舗
料
理
店
）
さ
ん
特
製
の
幕
の

内
弁
当
と
キ
ノ
コ
汁
で
、
本
日
の
反
省
会

を
し
つ
つ
、
秋
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

【
流
域
管
理
調
整
官
】 

 

 

 

 

双川ダム方向 

 

 

  

今年度の 

旧キャンプ場↓ 

↑返地前の 

キャンプ場(２年前) 

現現
場場
だだ
よよ
りり  

 

 

 



                        

                        

                        

                        

 

 

【
八
月
】 

1
日
～
31
日 

ゼ
ロ
災
月
間 

1
日 

西
の
沢
下
流
林
道
災
害
復
旧
工
事
入
札 

え
り
も
地
区
で
の
植
樹
打
ち
合
わ
せ 

2
日 

真
野
地
先
の
沢
治
山
工
事
入
札 

日
高
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会 

3
日 

若
園
・
奧
新
冠
地
区(

保
育
間
伐)

入
札 

      

エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
関
す
る
地
域
意
見
交
換
会 

6
日 

産
業
医
現
場
巡
視(

静
内
地
区) 

9
日 

収
穫
調
査
業
務
委
託
2
号
・
3
号
入
札 

20
日 

盆
休
み
後
の
安
全
の
呼
び
か
け(

静
内
・
浦
河
地
区) 

24
日 
新
ひ
だ
か
町
・
森
林
管
理
署
連
絡
会
議 

27
日 
え
り
も
町
・
森
林
管
理
署
連
絡
会
議 

28
日 

森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存
林
第
2
回
設
定
委
員
会 

      

安
全
衛
生
委
員
会 

29
日 

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
技
術
に
関
す
る
報
告
会 

30
日 

第
2
回
「
環
境
教
育 

百
人
浜
に
学
ぶ
」
事
業
所
会
議 

31
日 

え
り
も
地
区
で
の
植
樹
打
ち
合
わ
せ 

 
 
 

「
北
海
道
森
づ
く
り
基
本
計
画
」
等
意
見
交
換
会 

【
九
月
】 

1
日
～
30
日 

国
有
林
野
事
業
労
働
衛
生
週
間
準
備
期
間 

3
日 

治
山
事
業
現
地
検
討
会 

 
 
 

旧
公
団
林
道(

平
取
・
え
り
も
線)
静
内
・
三
石
区
間
打
合
せ 

4
日
～
5
日 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
四
川
省
研
修 

5
日 

新
ひ
だ
か
町
営
林
友
の
会
役
員
会 

6
日 

え
り
も
町
森
林
整
備
計
画
実
行
管
理
推
進
チ
ー
ム
全
体
会
議 

7
日 

森
林
官
等
会
議 

10
日 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
集
団
研
修
「
多
様
な
森
林
保
全
コ
ー
ス
」 

      

産
業
医
現
場
巡
視(

浦
河
地
区) 

12
日 

レ
ク
森
等
掲
示
板
組
立
及
び
設
置
業
務 

13
日 

東
の
沢
左
岸
林
道
改
良
工
事
入
札 

 
 
 

体
験
林
業
「
年
輪
ク
ラ
ブ
」
月
例
会 

13
日
～
14
日 

職
場
内
研
修(

森
林
作
業
道) 

18
日 

え
り
も
地
区
中
高
一
貫
教
育 

20
日 

運
動
機
能
検
査 

21
日 

エ
ゾ
シ
カ
狩
猟
説
明
会 

24
日  

23
年
度
新
冠
地
区
保
全
整
備
造
林
入
札 

      

発
注
者
綱
紀
保
持
委
員
会
巡
回
点
検 

 

八
月
～
十
月
行
事
結
果 

25
日 

森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存
林
設
定
委
員
会 

広
報
委
員
会
、
安
全
衛
生
委
員
会 

26
日 

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
浦
河
町
議
会
連
盟 

「
国
有
林
・
民
有
林
視
察
」 

27
日 

日
高
地
区
治
山
工
事
実
施
測
量
・
設
計
業
務
入
札 

物
品
購
入
入
札 

【
十
月
】 

1
日
～
7
日 

国
有
林
野
事
業
労
働
衛
生
週
間 

1
日 

オ
ケ
ル
ン
ベ
沢(

そ
の
2)

治
山
工
事
入
札 

衛
生
講
話 

2
日 

芽
呂
支
線
林
道(

林
業
専
用
道)

新
設
工
事
入
札 

3
日 

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
現
場
巡
視(

静
内
・
東
川
地
区) 

4
日 

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
現
場
巡
視(

浦
河
地
区) 

5
日 

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
新
ひ
だ
か
町
議
員
連
盟 

「
山
を
観
る
会
」 

6
日 

え
り
も
岬
緑
化
研
究
会
総
会 

10
日 

新
ひ
だ
か
町
営
林
友
の
会
「
山
を
観
る
会
」 

15
日 

産
業
医
現
場
巡
視(

静
内
地
区) 

体
験
林
業
「
年
輪
ク
ラ
ブ
」
月
例
会 

収
穫
調
査
業
務
委
託
入
札 

16
日 

え
り
も
地
区
で
の
植
樹
打
合
せ 

17
日 

西
の
沢
林
道
ア
イ
マ
ベ
ツ
線(

林
業
専
用
道) 

改
良
工
事
外
一
件
入
札 

18
日 

節
婦
林
道
新
設
工
事
現
場
技
術
業
務
委
託
入
札 

22
日
～
23
日 

え
り
も
ワ
ク
ワ
ク
森
林
づ
く
り
植
樹
祭
・
講
演
会 

24
日 

井
寒
台
憩
い
の
森
づ
く
り(

森
林
教
室) 

「
地
域
住
民
と
創
る
道
有
林
」
現
地
検
討
会 

 
 
 

秋
季
消
防
演
習(

静
内) 

レ
ク
森
掲
示
板
組
立
・
設
置
入
札 

26
日 

森
林
官
等
会
議
、
安
全
衛
生
委
員
会 

タ
イ
ヤ
類
購
入
入
札 

29
日 

御
園
西
・
御
園
東
地
区
外
保
全
整
備(

保
育
間
伐
等)

入
札 

30
日 

車
両
売
り
払
い
入
札 

31
日 

狩
猟
巡
視(

新
冠
地
区) 

 

今
後
の
行
事
予
定 

【
十
一
月
】 

7
日 

安
全
運
転
管
理
者
等
法
定
講
習
会 

8
日 

ポ
ロ
ウ
シ
ナ
イ
林
道
新
設
測
量
・
設
計
業
務
外
2
件
入
札 

12
日 

産
業
医
現
場
巡
視(

浦
河
地
区) 

27
日 

森
林
官
等
会
議 

 
         

 
         ◆これから冬に向け、日没時間が早くなります。薄暮時は安全 

          作業・安全運転を心掛けましょう。 

         ◆降雪期に向かうにつれ、１日の温度差も拡大していきます。 

          気温にあった服装を心掛けましょう。 

         ◆今年は、10月 1日から一般狩猟、27日からシカ狩猟解禁です。 

          オレンジベストを完全着用しましょう。     【事務局】 

  

 

 
 

 

業
務
第
二
課
、
森
林
育
成
係
長

の
山
下
勇
気
さ
ん
に
第
２
子
と
な

る
男
の
赤
ち
ゃ
ん
が
７
月
１０
日

に
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

名
前
は
豪
太
（
ご
う
た
）
ち
ゃ

ん
。
体
重
２
９
５
８
グ
ラ
ム
、
身

長
５０
セ
ン
チ
の
か
わ
い
い
赤
ち

ゃ
ん
で
す
。 

 

パ
パ
、
マ
マ
の
可
愛
が
り
よ
う

が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。
元
気

で
早
く
大
き
く
育
っ
て
下
さ
い
。 

 

２
児
の
パ
パ
と
な
っ
た
「
勇
気

パ
パ
」は
今
ま
で
以
上
に
子
育
て
、

仕
事
に
励
む
こ
と
で
し
ょ
う
。 

【
業
務
第
二
課
長
】   


